
一

学
校
教
育
の
環
境
の
整
備
の
推
進
に
よ
る
教
育
の
振
興
に
関
す
る
法
律
（
案
）

（
目
的
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
学
校
教
育
の
環
境
の
整
備
に
関
し
、
基
本
方
針
を
定
め
、
並
び
に
国
及
び
地
方
公
共
団
体
の
責
務
を

明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
学
校
教
育
環
境
整
備
指
針
及
び
学
校
教
育
環
境
整
備
計
画
を
策
定
し
、
こ
れ
ら
の
着
実
な
達
成

を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
学
校
教
育
の
環
境
の
整
備
を
推
進
し
、
も
っ
て
教
育
の
振
興
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

（
定
義
）

第
二
条

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
学
校
」
と
は
、
学
校
教
育
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第
一
条
に
規
定
す
る
学

校
を
い
う
。

（
学
校
教
育
の
環
境
の
整
備
の
基
本
方
針
）

第
三
条

学
校
教
育
の
環
境
の
整
備
は
、
学
校
の
児
童
、
生
徒
、
学
生
及
び
幼
児
（
第
七
号
に
お
い
て
「
児
童
生
徒
等
」
と
い

う
。
）
が
そ
の
発
達
段
階
及
び
そ
れ
ぞ
れ
の
状
況
に
応
じ
た
適
切
か
つ
最
善
な
環
境
で
学
校
教
育
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
確
保
す
る
こ
と
を
旨
と
し
て
、
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

多
様
な
教
育
の
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
。



二

二

よ
り
き
め
細
か
な
教
育
指
導
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
。

三

安
全
か
つ
快
適
な
学
校
教
育
の
た
め
の
諸
条
件
を
整
備
す
る
こ
と
。

四

安
全
か
つ
容
易
な
通
学
の
た
め
の
諸
条
件
を
整
備
す
る
こ
と
。

五

心
身
の
健
康
、
進
学
、
職
業
選
択
等
に
関
す
る
相
談
体
制
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
。

六

情
報
化
、
国
際
化
等
社
会
の
変
化
に
対
応
し
た
教
育
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
。

七

障
が
い
を
有
す
る
児
童
生
徒
等
に
つ
い
て
は
、
共
に
学
ぶ
機
会
の
確
保
に
配
慮
し
つ
つ
、
そ
の
特
別
な
状
況
に
応
じ
た

教
育
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
。

（
国
の
責
務
）

第
四
条

国
は
、
前
条
に
定
め
る
学
校
教
育
の
環
境
の
整
備
の
基
本
方
針
（
次
条
に
お
い
て
「
基
本
方
針
」
と
い
う
。
）
に
基

づ
き
、
学
校
教
育
の
環
境
の
整
備
に
関
す
る
施
策
を
総
合
的
に
策
定
し
、
及
び
実
施
す
る
責
務
を
有
す
る
。

（
地
方
公
共
団
体
の
責
務
）

第
五
条

地
方
公
共
団
体
は
、
基
本
方
針
に
基
づ
き
、
学
校
教
育
の
環
境
の
整
備
に
関
し
、
国
と
の
適
切
な
役
割
分
担
を
踏
ま

え
て
、
そ
の
区
域
の
特
性
を
生
か
し
た
自
主
的
な
施
策
を
策
定
し
、
及
び
実
施
す
る
責
務
を
有
す
る
。



三

（
学
校
教
育
環
境
整
備
指
針
）

第
六
条

政
府
は
、
日
本
国
教
育
基
本
法
（
平
成
十
八
年
法
律
第

号
）
第
十
九
条
第
一
項
の
教
育
の
振
興
に
関
す
る
基

本
的
な
計
画
の
一
部
と
し
て
、
学
校
教
育
環
境
整
備
指
針
（
以
下
「
整
備
指
針
」
と
い
う
。
）
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

整
備
指
針
に
お
い
て
は
、
学
校
の
種
類
ご
と
に
、
次
に
掲
げ
る
項
目
に
つ
い
て
、
目
標
水
準
、
そ
の
達
成
の
目
標
年
次
そ

の
他
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

一

教
職
員
の
配
置

二

学
級
編
制

三

学
校
の
施
設
及
び
設
備

四

前
三
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
学
校
教
育
の
環
境
の
整
備
に
係
る
項
目
で
あ
っ
て
重
要
な
も
の

３

政
府
は
、
教
育
を
取
り
巻
く
状
況
の
変
化
を
勘
案
し
、
少
な
く
と
も
五
年
ご
と
に
、
整
備
指
針
の
見
直
し
を
行
う
も
の
と

す
る
。

（
学
校
教
育
環
境
整
備
計
画
）

第
七
条

地
方
公
共
団
体
は
、
整
備
指
針
を
勘
案
し
、
日
本
国
教
育
基
本
法
第
十
九
条
第
四
項
の
地
域
の
教
育
の
振
興
に
関
す



四

る
具
体
的
な
計
画
の
一
部
と
し
て
、
学
校
教
育
環
境
整
備
計
画
（
以
下
「
整
備
計
画
」
と
い
う
。
）
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

２

整
備
計
画
に
お
い
て
は
、
当
該
地
方
公
共
団
体
が
設
置
す
る
学
校
の
種
類
ご
と
に
、
前
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
項
目
に

つ
い
て
、
目
標
水
準
、
そ
の
達
成
の
目
標
年
次
そ
の
他
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

３

地
方
公
共
団
体
は
、
地
域
の
教
育
を
取
り
巻
く
状
況
の
変
化
を
勘
案
し
、
少
な
く
と
も
五
年
ご
と
に
、
整
備
計
画
の
見
直

し
を
行
う
も
の
と
す
る
。

（
財
政
上
の
措
置
等
）

第
八
条

国
は
、
日
本
国
教
育
基
本
法
第
十
九
条
第
二
項
の
教
育
に
関
す
る
国
の
予
算
の
確
保
及
び
充
実
の
目
標
を
踏
ま
え
、

整
備
指
針
を
達
成
す
る
た
め
、
必
要
な
財
政
上
の
措
置
そ
の
他
の
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

地
方
公
共
団
体
は
、
日
本
国
教
育
基
本
法
第
十
九
条
第
五
項
の
教
育
に
関
す
る
当
該
地
方
公
共
団
体
の
予
算
の
確
保
及
び

充
実
の
目
標
を
踏
ま
え
、
整
備
計
画
を
達
成
す
る
た
め
、
自
ら
も
必
要
な
財
源
を
確
保
す
る
等
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

附

則



五

こ
の
法
律
は
、
日
本
国
教
育
基
本
法
の
施
行
の
日
か
ら
施
行
す
る
。





七

理

由

教
育
の
振
興
に
資
す
る
た
め
、
学
校
教
育
の
環
境
の
整
備
に
関
し
、
基
本
方
針
を
定
め
、
並
び
に
国
及
び
地
方
公
共
団
体
の

責
務
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
学
校
教
育
環
境
整
備
指
針
及
び
学
校
教
育
環
境
整
備
計
画
を
策
定
し
、
こ
れ
ら
の
着
実
な

達
成
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
学
校
教
育
の
環
境
の
整
備
を
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
が
、
こ
の
法
律
案
を
提
出
す
る
理
由

で
あ
る
。


